
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
生
成
―
原
典
・
『
今
昔
物
語
集
』
「
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語

第
三
十
一
」
―

菅

近

晋

平

一

は
じ
め
に

近
年
、
諸
本
・
資
料
の
発
掘
や
紹
介
が
盛
ん
で
あ
る
、
江
戸
時
代
中
期
の
備

後
三
次
を
舞
台
と
す
る
稲
生
平
太
郎
と
怪
異
を
め
ぐ
る
怪
異
譚
。
こ
れ
は
「
今
日

一
般
に
《
稲
生
物
怪
録
》
の
名
称
で
呼

」
ば
れ
、
総
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

*1

な
が
ら
、
稲
生
平
太
郎
と
怪
異
を
め
ぐ
る
怪
異
譚
は
口
承
も
さ
れ
て
い
る

。
こ

*2

の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
《
稲
生
物
怪
録
》
と
い
う
名
称
で
は
書
承
の
世
界
を
総
称

し
得
て
も
、
口
承
の
世
界
を
も
含
み
込
ん
で
総
称
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
稿
者
は
さ
ら
に
俯
瞰
し
て
稲
生
平
太
郎
と
怪
異
が
語
ら
れ
る
全
て
の
話
を

「
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
」
と
称
す
。

こ
の
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
、
杉
本
好
伸
や
東
雅
夫
に
よ
っ
て
多
く
の
諸
本
や
資

料
が
発
掘
・
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
の
一
つ
に
、

三
次
市
教
育
委
員
会
編
『
改
訂
版

妖
怪
い
ま
甦
る
―
《
稲
生
物
怪
録
》
の
研
究

―
』(

三
次
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三)

が
あ
る
。
諸
本
の
特
徴
・
関
係
の
整
理

の
み
な
ら
ず
、
稲
生
家
の
家
系
図
を
用
い
て
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
を
構
成
す
る
事
実

と
虚
構
を
明
か
そ
う
と
す
る
等
の
試
み
が
本
書
に
お
い
て
為
さ
れ
、
本
格
的
に
そ

の
物
語
世
界
に
迫
ろ
う
と
す
る
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
研
究
の
端
緒
が
開
か
れ
て
い
る
。

杉
本
好
伸
を
は
じ
め
と
し
て
精
力
的
な
諸
本
の
発
掘
や
紹
介
が
為
さ
れ
、
そ

れ
ら
が
整
理
さ
れ
諸
本
の
成
立
過
程
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
〈
稲

生
物
怪
〉
譚
研
究
は
今
や
そ
の
物
語
世
界
に
ま
で
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
い

っ
た
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
研
究
の
現
在
に
あ
っ
て
、
問
題
の
一
つ
は
〈
稲
生
物
怪
〉

譚
そ
の
も
の
の
生
成
に
あ
ろ
う
。
多
様
な
諸
本
を
有
す
＝
広
く
受
容
さ
れ
た
〈
稲

生
物
怪
〉
譚
は
如
何
に
生
成
し
た
か
。
こ
れ
は
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
研
究
が
扱
う
あ

ら
ゆ
る
問
題
に
波
及
す
る
問
題
で
あ
り
、
特
に
諸
本
の
成
立
過
程
や
受
容
と
創
造

の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
以
上
の
重
要
性
か
ら
、
本

稿
で
は
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
生
成
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

古
態
の
〈
稲
生
物
怪
〉
譚

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
生
成
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ひ
と
ま
ず
古

態
の
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
を
仮
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
杉
本
の
論
考

を
参
考
に

*3

す
る
と
《
稲
生
物
怪
録
》
諸
本
は
、「
文
章
中
心
」
の
も
の
と
し
て
①
知
人
の
「
聞

き
書
き
」
形
式(

「
柏
本
」)

、
②
本
人
の
「
書
き
留
め
」
形
式(

『
三
次
実
録
物

語
』)

、
③
平
田
篤
胤
及
び
門
下
生
ら
が
「
柏
本
」
の
内
容
を
軸
に
「
校
合
整
理
」

し
た
も
の(

「
平
田
本
」)

、
「
絵
中
心
」
の
も
の
と
し
て
①
絵
本
、
②
絵
巻
と
整

理
出
来
る
。
以
上
の
諸
本
の
系
統
の
内
、
杉
本
は
特
に
「
柏
本
」
に
言
及
し
て
「
今

日
残
存
し
て
い
る
諸
本
の
〈
年
号
〉
記
載
か
ら
推
測
し
て
、
筆
記
者
と
し
て
「
柏

正
甫
」
と
い
う
人
物
名
の
確
認
で
き
る
系
統
の
も
の
―
天
明
三(

一
七
八
三)

の
序

文
を
有
す
る
―
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
早
期
誕
生
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
推
測
可
能
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
古
態
で
あ
る
「
柏
本
」
の
諸
本
は
序
跋
に
注
目
す
る
と
、(

１)

柏
正

甫
の
「
自
序
」
だ
け
が
備
わ
る
も
の
、(

２)

柏
正
甫
の
「
自
序
」
「
后
記
」
と
が

備
わ
る
も
の
、(

３)

柏
正
甫
の
「
自
序
」
・
竹
馬(

亭)

主
人
の
「
后
記
」
と
が
備

わ
る
も
の
、(

４)

柏
正
甫
の
「
自
序
」
・
猗
々
斎
竹
能
「
跋
文
」
・
平
田
篤
胤
の

「
序
文
」
「
後
記
」
の
備
わ
る
も
の
、
以
上
四
種
に
分
類
さ
れ
る
。
以
上
の
「
柏

本
」
諸
本
は
様
々
な
外
題
を
有
し
て
い
る
が
、
杉
本
の
「
平
田
篤
胤
が
関
与
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
外
題
が
『
稲
生
物
怪
録
』
に
統
一
さ
れ
」
た
、
と
の
言
に
鑑
み

れ
ば
、
「
柏
本
」
の(

１)
～(
３)

の
形
態
に
属
す
る
も
の
を
《
稲
生
物
怪
録
》
の

厳
密
な
意
味
で
の
古
態
と
し
て
措
定
で
き
る
。

本
稿
に
お
い
て
も
、
杉
本
の
言
う
「
柏
本
」
の(

１)

～(

３)

に
属
す
る
《
稲
生

物
怪
録
》
を
古
態
の
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
と
仮
定
し
論
を
進
め
る
。
限
定
的
に
は
杉

本
好
伸
が
紹
介
さ
れ
た
『
稲
生
怪
譚

』
を
、
本
稿
の
「
柏
本
」
の
底
本
と
し
て

*4

扱
う
。
こ
れ
は(

１)

に
属
す
る
も
の
で
あ
る

。
*5

三

江
戸
期
怪
異
譚
と
『
今
昔
物
語
集
』

「
柏
本
」
は
如
何
に
生
成
し
た
の
か
。
全
く
の
創
作
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は

染
谷
智
幸
が
「
近
世(

江
戸
時
代)

の
文
芸
は
パ
ロ
デ
ィ
の
宝
庫
で
あ
る

」
、
小

*6

島
康
敬
が
「
江
戸
の
文
化
事
象
の
総
体
が
パ
ロ
デ
ィ
の
上
に
花
開
い
た
と
い
っ
て

も
良
い

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、
原
典
を
標
的
に
し
た
近
世
文
芸
の
一
つ
の

*7

手
法
で
あ
る
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
っ
て
創
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
あ
る
い
は
浅
井
了

意
『
伽
婢
子
』
を
評
し
て
野
田
寿
雄
が
「
原
拠
が
中
国
小
説
で
、
そ
れ
を
日
本
の

話
に
変
え
る
と
い
う
手
法
は
、
そ
の
後
一
つ
潮
流
と
な
り

」
、
坂
巻
甲
太
が
「
す

*8

ぐ
れ
た
翻
案
と
し
て
近
世
怪
異
小
説
に
一
つ
の
典
型
を
創
出
し
た

」
と
述
べ
て

*9

い
る
よ
う
な
翻
案
の
手
法(

こ
れ
は
原
典
が
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

も
あ
る
し
、
さ
れ
な
く
て
も
良
い
場
合
も
あ
る)

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
か
。

以
上
の
諸
氏
の
指
摘
を
受
け
る
に
、
近
世
文
芸
に
お
い
て
は
原
典
の
有
無
と
そ

の
距
離
が
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。
怪
異
譚
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
は
こ
の
よ
う
な
江
戸

文
芸
の
状
況
に
置
い
た
時
、
如
何
な
る
生
成
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
、
怪
異
譚
の
生
成
・
流
布
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
作
品
の
一
つ
に

『
今
昔
物
語
集
』(

以
下
『
今
昔
』)

が
あ
る
。
井
原
西
鶴
『
武
道
伝
来
記
』(

貞

享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
刊)

、
都
の
錦
『
御
前
於
伽
』(

元
禄
十
五
年
〈
一
七
〇
二
〉

刊)

、
落
月
堂
操
巵
編
『
和
漢(

怪
談)

乗
合
船
』(

正
徳
三
年
〈
一
七
一
三
〉
刊)

、

厚
誉
が
編
述
し
た
『
本
朝
怪
事
故
事
』(

正
徳
六
年
〈
一
七
一
六
〉
刊)

、
近
松
門

左
衛
門
『
栬
狩
剣
本
地
』(

正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉
初
演)

等
は
、
『
今
昔
』
を

「
神
仏
の
霊
験
を
奇
談
・
怪
談
と
し
、
本
集
を
奇
談
・
怪
談
の
宝
庫
と
し
て
注
目

し
た
早
い
例
」
で
あ
る

。
*10

渡
辺
は
、
以
上
に
挙
げ
た
作
品
と
『
今
昔
』
と
の
接
点
を
指
摘
し
つ
つ
も

こ
う
し
て
本
集
享
受
の
様
子
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
本
集
は
ま
だ
、
一
部

の
特
別
な
者
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
書
物
で
あ
っ
た
。
本
集
が
流
布
し
、

人
々
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
享
保
五
年(

一
七
二
〇)

、

井
沢
長
秀
の
『
考
訂
今
昔
物
語
』
の
版
行
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
述
べ
る

。
*11

続
け
て
渡
辺
は
、
「
『
考
訂
今
昔
物
語
』
刊
行
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
本
集
は
、
近
世
の
文
学
、
と
く
に
読
本
作
家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
本
集
は
、
奇
談
集
と
し
て
注
目
さ
れ
た
ら
し
い
。
」
と
し
て
、
都
賀
庭
鐘

『
古
今
奇
談
繁
野
話
』
巻
二(

巻
三
十
・

、
明
和
三
年
〈
一
七
六
六
〉
刊)

、『
垣

14

根
草
』
巻
一(

巻
十
九
・

)

、
上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』(

安
永
五
年
〈
一
七
七

32

六
〉
刊)

、
滝
沢
馬
琴
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』(

文
化
十
一
年
〈
一
八
一
四
〉
刊)

、

『
三
七
全
伝
南
柯
夢
』(

文
化
五
年
〈
一
八
〇
八
〉
刊)

、
『
世
界
綱
目
』(

寛
政

三
年
〈
一
七
九
一
〉
以
前)

の
名
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
近
世
後
期
以
降
は
、
国
学

者
の
研
究
対
象
と
な
っ
た
り
、
本
文
研
究
が
な
さ
れ
た

。
*12

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
生
成
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
注
目
し
た
い
の
は
、
以
上
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の
よ
う
に
『
今
昔
』
が
受
容
・
創
造
さ
れ
流
布
し
た
時
期
が
、
〈
稲
生
物
怪
〉
譚

が(

「
柏
本
」
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
柏
正
甫
「
自
序
」)

流
布
・
受
容
・
創
造

さ
れ
る
時
代
の
直
近
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
〈
稲
生
物
怪
〉

譚
「
柏
本
」
が
、
『
今
昔
』
所
収
話
と
、
何
ら
か
の
関
係
を
切
り
結
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
と
『
今
昔
』
と
の
接
点
の
可
能
性
か
ら
、
怪
異
譚

を
多
く
収
載
す
る
「
巻
二
十
七
付
霊
鬼
」
に
集
め
ら
れ
る
全
四
十
五
話
を
探
っ
て

み
る
と
、
「
柏
本
」
と
非
常
に
よ
く
似
た
説
話
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
三
善
清
行
宰

相
、
家
渡
語
第
三
十
一
」(

以
下
『
今
昔
』
三
善
清
行)

。
こ
の
説
話
、
『
考
訂
今

昔
物
語
』
に
は
所
収
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
本
集
に
し
か
載
っ
て
い
な
い
。

こ
の
点
は
重
要
で
、
六
「
作
者
・
読
者
の
想
定
」
で
詳
述
す
る
。

四

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
と

『
今
昔
物
語
集
』
「
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語

第
三
十
一
」

「
柏
本
」
と
よ
く
似
た
説
話
で
あ
る
『
今
昔
』
三
善
清
行

は
、
清
行
が
「
家

*13

渡
り
」(

＝
転
居)

し
た
家
に
多
く
の
怪
異
が
起
こ
り
、
最
終
的
に
は
翁
の
姿
を
し

た
怪
異
の
長
に
よ
っ
て
怪
異
の
原
因
と
正
体
が
明
か
さ
れ
、
怪
異
が
大
学
寮
の
辺

り
へ
移
っ
て
怪
異
が
終
息
す
る
、
と
い
う
展
開
を
持
つ
話
で
あ
る
。
対
し
て
「
柏

本
」
は
、
平
太
郎
の
家
に
怪
異
が
多
く
起
こ
り
、
魔
王
に
よ
っ
て
怪
異
の
原
因
と

正
体
が
明
か
さ
れ
、
九
州
の
方
へ
怪
異
が
移
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
怪
異
が
終

息
す
る
、
と
い
う
展
開
を
持
つ
話
で
あ
る
。

物
語
の
展
開
・
構
成
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
単
純
に
物
語

の
展
開
・
構
成
が
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
細
か
く
見
れ
ば
、
多
く
の
類
似

点
が
指
摘
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
類
似
点
を
以
下
、
指
摘
し
て
い
く
。

(

１)

怪
異
の
場
所
・
物
語
の
舞
台
で
あ
る
家

『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」
は
多
様
な
怪
異
の
展
開
に
多
く
の
筆
を
割
く

物
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
多
様
な
怪
異
の
発
生
す
る
場
所
、
い
わ
ば
物
語
の
舞
台
を

確
認
す
る
。

■
『
今
昔
』
三
善
清
行

五
条
堀
川
ノ
辺
ニ
、
荒
タ
ル
旧
家
有
ケ
リ
。
悪
キ
家
也
ト
テ
、
人
不
住
ズ
シ

テ
久
ク
成
ニ
ケ
リ
。

■
「
柏
本
」
七
月
二
日

(

親
類
達
が)

「
勝
弥
事
、
何
分
心
も
と
な
し
。
平
太
郎
も
屋
舗
を
上
、
當
分

一
類
内
ぇ
一
所
に
成
て
然
る
べ
し
」
と

『
今
昔
』
三
善
清
行
で
は
四
つ
の
怪
異
が
起
き
る
が
、
い
ず
れ
も
傍
線
部
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
旧
家
」
の
中
、
清
行
が
転
居
し
た
家
の
中
で
展
開
す
る
。

対
し
て
「
柏
本
」
で
は
怪
異
の
場
所
と
し
て
平
太
郎
の
屋
敷
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

「
柏
本
」
に
お
け
る
七
月
一
ヶ
月
を
み
て
も
怪
異
の
場
所
と
し
て
は
平
太
郎
の
屋

敷
が
中
心
で
、
平
太
郎
の
屋
敷
以
外
で
怪
異
が
発
生
す
る
の
は
七
月
十
三
日
の
夜

の
み
で
あ
る(

か
つ
こ
の
怪
異
は
平
太
郎
で
は
な
く
長
倉
が
遭
遇
す
る)

。

怪
異
の
発
生
す
る
場
所
で
あ
る
物
語
舞
台
が
「
家
」
と
い
う
点
、
『
今
昔
』
三

善
清
行
と
「
柏
本
」
で
共
通
し
て
い
る
。

(

２)

繰
り
返
さ
れ
る
一
回
性
の
怪
異

『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」
に
は
様
々
な
怪
異
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ら
怪

異
に
類
似
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

『
今
昔
』
三
善
清
行
は
、
【
組
み
入
れ
に
顔
が
あ
る
怪
】
、
【
乗
馬
す
る
一
尺
程

の
者
共
の
怪
】
、
【
美
し
い
女
が
現
れ
怖
ろ
し
い
顔
に
変
じ
る
怪
】
、
【
翁
が
現
れ

る
怪
】
、
以
上
四
つ
の
怪
異
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
前
三
つ
の
怪

異
は
、
「
見
上
」
げ
た
「
組
み
入
れ
に
顔
が
あ
る
怪
」
を
始
点
に
、
続
く
二
つ
が
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「
亦
、
暫
許
有
テ
見
レ
バ
～
」
と
展
開
し
、
た
だ
清
行
の
眼
前
に
現
れ
、
消
え
去

っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
怪
異
は
、
怪
異
の
要
素(

主
と
し
て
怪
異
と
し
て
描
か
れ

る
何
か
と
そ
の
ふ
る
ま
い)

相
互
に
連
関
を
持
た
ず
、
ま
た
、
各
々
の
関
係
性
が

説
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
翁
に
よ
っ
て
「
人

ヲ
愕
ヤ
カ
シ
候
フ
事
ハ
、
翁
ガ
所
為
ニ
非
ズ
。
一
両
候
フ
小
童
部
ノ
、
制
シ
宣
ベ

候
ヘ
ド
モ
、
制
止
ニ
モ
不
憚
ズ
シ
テ
、
自
然
ラ
仕
ル
事
ニ
ヤ
候
フ
ラ
ム
」
と
、
人

を
脅
か
す
た
め
に
小
童
部
が
起
こ
し
た
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
翁
の
言
葉
に
よ
っ

て
初
め
て
関
連
性
の
あ
る
怪
異
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
怪
異
の
展
開
を
も
つ
も
の
は
、
本
朝
・
霊
鬼
全
四
十
五
話
に
は
見

ら
れ
な
い
。
大
半
は
一
つ
の
怪
異
を
語
り
、
多
く
と
も
、
光
る
怪
異
に
遭
遇
す
る

三
十
三
話
「
西
京
人
、
見
応
天
門
上
光
物
語
」
の
よ
う
に
二
つ
。
し
か
し
三
十
三

話
は
「
応
天
門
ノ
上
ノ
層
ヲ
見
上
タ
レ
バ
、
真
サ
ヲ
ニ
光
ル
物
有
リ
。
」
、
「
豊
楽

意
ノ
北
ノ
野
ニ
、
円
ナ
ル
物
ノ
光
ル
有
ケ
リ
。
」
と
明
ら
か
に
関
連
性
が
あ
る
怪

異
が
展
開
し
て
い
る
。
本
話
の
様
に
、
関
連
性
の
無
い
複
数
の
怪
異
を
並
べ
、
物

語
結
末
部
で
説
明
す
る
と
い
う
話
形
は
特
異
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

対
す
る
「
柏
本
」
は
、
七
月
一
ヶ
月
が
怪
異
で
構
成
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

列
挙
し
て
い
く
こ
と
は
し
な
い
が
、
【
〈
畳
〉
〈
上
が
る
〉
怪
】
・
【
〈
家
〉
〈
鳴
る
〉

怪
】
・
【
〈
香
炉
・
卓
〉
〈
舞
う
〉
〈
仏
壇
に
納
ま
る
〉
怪
】
・
【
〈
天
井
〉
〈
下
が
る
〉

怪
】
・
【
〈
女
の
逆
さ
首
〉
〈
笑
う
〉
〈
飛
び
来
る
〉
】
・
【
〈
天
井
〉
〈
笑
い
声
〉
怪
】
・

【
〈
火
〉
〈
燃
え
上
が
る
〉
怪
】
・
【
〈
人
間
の
顔
〉
〈
重
な
る
〉
〈
笑
う
〉
怪
】
以
外

は
、
怪
異
の
要
素
を
異
に
す
る
、
関
連
性
の
薄
い
一
回
性
の
怪
異
で
あ
る
。

『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」
は
、
一
回
性
の
怪
異
が
連
続
す
る
と
い
う
点

で
類
似
し
て
い
る
。

(

３)

怪
異
に
遭
遇
し
た
清
行
と
平
太
郎
の
冷
静
な
ふ
る
ま
い

怪
異
に
対
す
る
清
行
と
平
太
郎
の
ふ
る
ま
い
を
、
類
似
点
と
し
て
指
摘
出
来
る
。

ま
ず
は
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
確
認
す
る
。

■
『
今
昔
』
三
善
清
行

【
組
み
入
れ
に
顔
が
あ
る
怪
】

宰
相
、
其
レ
ヲ
見
レ
ド
モ
、
不
騒
ズ
シ
テ
居
タ
レ
バ
、
其
ノ
顔
皆
失
ヌ
。

【
乗
馬
す
る
一
尺
程
の
者
共
の
怪
】

宰
相
、
其
レ
ヲ
見
レ
ド
モ
不
騒
ズ
シ
テ
居
タ
リ
。

【
美
し
い
女
が
現
れ
怖
ろ
し
い
顔
に
変
じ
る
怪
】

奇
異
キ
者
カ
ナ
ト
見
ル
程
ニ
、
塗
籠
ニ
入
テ
戸
ヲ
閉
ツ
。
宰
相
、
其
レ
ニ
モ

不
騒
ズ
シ
テ
居
タ
ル
ニ

怪
異
に
動
じ
ず
、
怯
え
な
い
清
行
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
平

太
郎
の
ふ
る
ま
い
の
一
例
を
挙
げ
る
。

■
「
柏
本
」

七
月
二
日
【
畳
の
怪
】

各
顔
を
見
合
せ
、
桃
㞍
に
成
て
居
け
る
か
、
平
太
郎
は
「
草
臥
候
へ
は
、
御

免
」
と
て
、
幮
へ
入
け
れ
は

七
月
十
日
【
灯
火
の
怪
】

平
太
郎
、「
是
は
、
例
の
に
て
有
べ
し
。
然
し
、
是
は
珎
敷
趣
向
な
り
」
と
、

詠
居
内
、
其
灯
二
尺
斗
に
成
、
三
尺
に
成
、
後
に
は
天
井
ぇ
付
、
㝡
早
天
井

燃
上
る
か
と
見
へ
け
れ
と
も
、
平
太
郎
さ
わ
が
づ
、
「
何
故
に
、
灯
火
、
天

井
ぇ
付
へ
き
い
わ
れ
な
し
。
例
の
目
く
ら
ま
し
成
」
と
合
点
し
て
、
捨
置
、

見
居
た
る
に
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七
月
十
六
日
【
天
井
が
降
り
て
く
る
怪
】

目
を
覚
し
、
見
れ
は
、
天
井
ひ
き
く
成
ぬ
。
さ
れ
と
も
、
一
圓
捨
置
、
蚊
屋

へ
入
テ
休
け
る
。

七
月
二
十
九
日
【
手
の
天
井
か
ら
下
が
る
怪
】

平
太
郎
も
、
「
此
趣
な
ら
は
、
昼
夜
の
別
ち
な
く
、
色
〳
〵
の
事
有
べ
し
。

如
何
様
に
も
如
何
様
、
天
井
に
何
ぞ
住
居
し
て
有
か
と
思
は
れ
る
と
も
、
打

捨
置
、
弥
、
正
躰
顕
は
し
、
由
だ
ん
す
る
を
待
て
、
本
意
を
達
し
、
化
物
た

い
じ
せ
ん
も
の
」
と
、
少
し
楽
に
し
て
居
け
る
こ
そ
、
不
歒
な
る
魂
也
。

平
太
郎
の
怪
異
へ
の
対
応
の
基
調
を
成
す
の
は
「
休
み
」
「
蚊
屋
へ
入
」(

「
幮

に
入
」
「
閨
に
入
」)

「
捨
置
」(

「
打
捨
置
」)

と
い
っ
た
表
現
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
怪
異
へ
向
か
っ
て
い
く
姿
勢
・
行
動
が
見
え
る
。
例
外
的
な
平
太
郎
の
様
が

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
七
月
七
日
・
擂
木
手
の
怪(
怪
異
が
消
え
る
朝
ま
で
寝
る

事
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
「
打
捨
置
」
く
。)

、
七
月
十
八
日

・
老
女
の
首
の
怪(

怪
異
が
消
え
る
朝
ま
で
寝
る
事
が
出
来
な
か
っ
た)

、
七
月
二

十
一
日
・
女
の
首
の
怪(

朝
ま
で
怪
異
と
格
闘
し
、
「
大
に
草
臥
」
れ
、
「
腹
立
」

て
る
。
し
か
し
、
以
降
「
捨
置
」
く)

、
七
月
二
十
二
日
・
正
太
夫
の
怪(

怪
異
に

だ
ま
さ
れ
切
腹
し
か
け
、
後
々
ま
で
も
「
身
の
毛
も
よ
だ
つ
」
よ
う
に
思
う
。)

、

七
月
二
十
四
日
・
出
火
の
怪(

怪
異
に
だ
ま
さ
れ
、
「
腹
立
」
て
る
。)

で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
内
平
太
郎
が
真
に
「
騒
」
ぐ
の
は
二
十
二
日
の
怪
異
の
み
で
、

他
は
、
結
果
的
に
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
「
蚊
屋
へ
入
」
て
寝
よ
う
と
し
た
り
、
物

理
的
に
調
伏
し
よ
う
と
す
る
。
二
十
四
日
に
つ
い
て
は
「
騒
」
い
で
い
る
が
、
怯

え
た
り
怖
が
っ
て
は
い
な
い
。
恐
怖
す
る
等
と
い
っ
た
意
味
で
平
太
郎
が
「
騒
」

ぐ
こ
と
は
非
常
に
稀
で
、
驚
き
逃
げ
惑
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
全
く
な
い
。

清
行
と
平
太
郎
は
、
怪
異
を
前
に
し
て
動
じ
る
こ
と
な
く
冷
静
な
ふ
る
ま
い
を

と
る
、
と
い
う
点
で
非
常
に
近
似
し
た
人
物
で
あ
る
。

(

４)

『
今
昔
』
三
善
清
行
・
翁
と
「
柏
本
」
・
魔
王
／
物
語
展
開
（
翁
・
魔
王
登

場
→
主
人
公
と
怪
異
の
問
答
〈
身
分
身
柄
を
問
う
問
答
→
詰
問
的
問
答
→
怪

異
主
導
の
語
り
〉
→
大
勢
の
眷
属
を
伴
っ
た
怪
異
の
退
去
・
移
動
→
怪
異
の

終
結)

翁
や
魔
王
が
現
れ
て
後
の
場
面
で
は
、
怪
異
と
主
人
公
の
問
答
の
中
で
怪
異
の

理
由
や
正
体
が
明
か
さ
れ
、
怪
異
が
終
結
し
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
に
展
開
し
た
怪

異
が
回
収
さ
れ
る
、
物
語
上
非
常
に
重
要
な
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場
面
に
『
今
昔
』

三
善
清
行
と
「
柏
本
」
の
類
似
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
今

昔
』
三
善
清
行
の
翁
・
「
柏
本
」
魔
王
が
登
場
し
て
以
後
の
場
面(

以
後
『
今
昔
』

翁
・
「
柏
本
」
魔
王)

に
焦
点
を
当
て
、
詳
細
に
見
て
い
く
。

『
今
昔
』
翁
登
場
以
下
の
場
面
は
、
細
か
く
次
の
如
く
展
開
す
る
。

■
『
今
昔
』
翁

〈
翁
の
登
場
〉

①
浅
黄
の
上
下
を
着
し
た
翁
が
登
場
す
る
。

〈
清
行
と
翁
の
問
答
〉

②
清
行
が
翁
に
「
何
事
申
ス
翁
ゾ
」
と
問
う
。

③
翁
が
、
清
行
が
こ
の
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
愁
ヘ
」
を
申
す
た

め
に
現
れ
た
と
言
う
。

④
清
行
が
、
「
汝
ガ
愁
ヘ
頗
ル
不
当
ズ
」
と
否
定
し
、
「
其
ノ
理
、
〇(

忄
に
遣)

ニ
申
セ
」
と
言
う
。

⑤
翁
が
清
行
の
意
見
に
納
得
し
、
怪
異
の
正
体
が
「
一
両
候
フ
小
童
部
」
で
あ

っ
た
事
を
明
か
し
、
大
学
寮
の
辺
り
に
移
る
の
は
ど
う
か
と
言
う
。

⑥
清
行
が
そ
れ
を
認
め
、
一
族
全
員
を
連
れ
て
行
け
と
言
う
。

⑦
翁
が
返
答
を
す
る
と
同
時
に
、
四
五
十
人
の
声
で
返
答
が
あ
る
。

〈
後
日
談
〉
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⑧
夜
が
明
け
て
清
行
は
家
に
帰
り
、
そ
の
後
慣
例
に
従
っ
て
家
渡
り
を
し
た
。

⑨
そ
の
後
、
全
く
怪
異
は
無
か
っ
た
。

「
柏
本
」
魔
王
登
場
以
下
の
場
面
は
、
細
か
く
次
の
様
に
展
開
す
る
。

■
「
柏
本
」
魔
王

〈
魔
王
の
登
場
〉

①
大
き
な
手
が
平
太
郎
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
。

②
平
太
郎
が
手
を
刀
で
切
り
つ
け
よ
う
と
す
る
が
、
手
は
引
っ
込
む
。

③
障
子
か
ら
「
夫
ぇ
参
ら
ん
。
先
、
待
よ
」
と
大
声
が
す
る
。

④
花
色
の
帷
子
の
上
下
を
着
し
た
魔
王
が
登
場
す
る
。

⑤
平
太
郎
が
切
り
つ
け
る
。

⑥
後
ろ
の
壁
へ
消
え
入
り
、
笑
い
な
が
ら
「
御
噺
申
事
有
て
、
参
り
た
り
。
刀

を
納
め
、
し
つ
ま
ら
れ
よ
」
と
言
う
。

⑦
平
太
郎
は
、
仕
留
め
る
こ
と
が
難
し
い
、
と
感
じ
「
先
、
何
を
云
か
聞
へ
し
」

と
刀
を
納
め
、
居
直
る
。

〈
平
太
郎
と
魔
王
の
問
答
〉

⑧
魔
王
が
平
太
郎
に
「
其
御
方
は
氣
の
強
き
者
也
」
と
言
う
。

⑨
平
太
郎
は
魔
王
に
「
其
方
は
何
者
ぞ
」
と
問
う
。

⑩
魔
王
が
「
我
は
山
本
五
郎
左
衛
門
と
云
者
也
」
と
名
乗
る
。

⑪
平
太
郎
は
「
夫
は
、
人
間
の
名
也
。
其
方
は
、
人
げ
ん
に
て
は
有
ま
じ
。
狐

か
狸
か
、
性
躰
を
申
せ
よ
」
と
言
う
。

⑫
魔
王
は
、
「
我
は
、
狐
狸
の
類
に
は
あ
ら
づ
」
と
言
う
。

⑬
平
太
郎
は
「
何
に
も
せ
よ
本
躰
を
顕
せ
」
と
言
う
。

⑭
魔
王
は
「
我
は
、
日
本
に
て
は
山
ン
本
ト
五
郎
左
衛
門
と
云
者
也
成
ほ
ど
、

我
は
に
ん
げ
ん
に
も
あ
ら
づ
、
魔
王
也
」
と
言
う
。

⑮
【
蚯
蚓
の
怪
】
が
起
こ
る
。

〈
魔
王
に
よ
る
怪
異
の
理
由
明
か
し
〉

⑯
魔
王
は
、
平
太
郎
に
怪
異
が
あ
っ
た
理
由
、
自
身
の
役
割
、
怪
異
が
一
ヶ
月

に
渡
っ
て
起
き
た
理
由
を
告
げ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
九
州
へ
下
る
事
、

そ
れ
故
、
以
後
平
太
郎
に
怪
異
が
な
い
で
あ
ろ
う
事
、
も
し
怪
異
が
起
き
た

と
す
れ
ば
自
分
を
呼
ぶ
こ
と
を
平
太
郎
に
言
い
、
「
長
〻
の
滞
留
忝
な
し
」

と
お
辞
儀
を
す
る
。

⑰
平
太
郎
も
お
辞
儀
を
す
る
。

〈
魔
王
帰
去
〉

⑱
魔
王
が
「
我
れ
帰
り
見
送
り
た
ま
へ
」
と
言
い
、
席
を
立
つ
。

⑲
平
太
郎
も
後
に
つ
い
て
庭
へ
出
る
。

⑳
魔
王
が
お
辞
儀
を
す
る
。

㉑
平
太
郎
も
お
辞
儀
を
す
る
が
、
押
し
つ
け
ら
れ
動
く
事
が
出
来
な
い
。

㉒
少
し
押
し
つ
け
る
力
が
弱
ま
っ
た
の
で
起
き
上
が
っ
て
魔
王
の
方
を
見
る
。

㉓
庭
の
中
に
駕
籠
等
、
大
勢
の
者
共
が
来
て
お
り
、
魔
王
は
そ
の
駕
籠
に
乗
り

込
み
、
大
勢
を
引
き
連
れ
て
空
へ
飛
び
、
消
え
て
い
っ
た
。

㉔
平
太
郎
は
「
夢
に
て
も
あ
ら
ん
か
」
と
、
敷
居
の
溝
に
扇
子
を
印
と
し
て
入

れ
置
き
、
蚊
帳
に
入
っ
て
寝
た
。

㉕
翌
朝
、
前
日
の
扇
子
を
見
れ
ば
そ
の
ま
ま
に
あ
り
、
庭
に
も
爪
で
掻
い
た
跡

が
あ
っ
た
。

〈
後
日
談
〉

㉖
平
太
郎
は
兄
の
家
へ
行
き
、
前
日
の
事
を
語
っ
た
。

㉗
し
ば
ら
く
は
油
断
を
せ
ず
に
居
た
が
、
そ
の
後
は
全
く
何
事
も
無
か
っ
た
。

右
に
翁
・
魔
王
登
場
以
後
の
流
れ
を
追
っ
た
。『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」

を
対
照
さ
せ
た
際
、
物
語
展
開
に
類
似
点
を
指
摘
出
来
る
。
怪
異
の
登
場
→
主
人

公
と
怪
異
と
の
問
答
→
怪
異
の
終
結
と
い
う
展
開
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
怪
異
の

理
由
と
正
体(
③
⑤)

を
語
る
『
今
昔
』
翁
の
姿
は
、
同
様
に
怪
異
の
理
由
と
正
体

(

⑩
⑫
⑭
⑯)

を
語
る
「
柏
本
」
魔
王
の
姿
と
重
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
に
挙
げ

( 29 )



た
『
今
昔
』
翁
と
「
柏
本
」
魔
王
の
展
開
・
場
面
に
は
多
く
の
類
似
点
を
指
摘
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
物
語
展
開
・
場
面
上
の
類
似
点
を
、
次
に
展
開
・
場

面
を
整
理
し
た
上
で
具
体
的
に
指
摘
す
る
。
傍
線
を
付
し
た
箇
所
は
、
上
段
に
示

し
た
場
面
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
、
『
今
昔
』
翁
・
「
柏
本
」
魔
王
の
類
似
点
と
し

て
明
確
に
指
摘
出
来
る
場
面
で
あ
る
。

■
表
一
・
『
今
昔
』
三
善
清
行
・
翁
と
「
柏
本
」
・
魔
王
登
場
以
後
の
展
開
比
較

展
開

『
今
昔
』

「
柏
本
」

翁
・
魔
王
の
登
場

①

①
～
④
～
⑦

身
分
・
身
柄
を
問

②
③

⑧
⑨
⑩

う
問
答

主
人
公
主
導

の
問
答

詰
問
的
問
答(

怪

④
⑤

⑪
⑫
⑬
⑭

主
人
公
と
怪

異
の
返
答
に
対
す

異
の
問
答

る
否
定
と
追
求)

⑮
【
蚯
蚓
の
怪
】

怪
異
主
導
の
語
り

⑤
⑥

⑯
⑰

大
勢
の
眷
属
を
伴
っ
た
他
所
へ
の

⑥
⑦

⑱
～
㉓
～
㉕

怪
異
の
退
去
・
移
動

怪
異
の
終
結

⑧
⑨

㉖
㉗

以
上
を
見
れ
ば
『
今
昔
』
翁
と
「
柏
本
」
魔
王
は
展
開
・
場
面
に
お
い
て
多
く

重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
今
昔
』
翁
と
「
柏
本
」
魔
王
は
怪
異
の
登
場
、

主
人
公
か
ら
怪
異
に
対
す
る
身
分
・
身
柄
を
問
う
問
答
と
詰
問
的
問
答
、
怪
異
主

導
の
語
り
、
大
勢
の
眷
属
を
伴
っ
た
怪
異
の
退
去
・
移
動
、
怪
異
の
終
結
と
い
う

展
開
と
場
面
を
同
じ
に
し
て
い
る
。

(

５)

『
今
昔
』
翁
・
「
柏
本
」
魔
王
の
モ
チ
ー
フ(

人
間)

と
装
束(

薄
青
色
の
、「
浅

黄
上
下
」
と
「
花
色
」
の
「
上
下
」)

翁
・
魔
王
登
場
の
場
面
に
お
い
て
、
『
今
昔
』
翁
は
「
浅
黄
上
下
着
タ
ル
翁
」

と
描
か
れ
る
。
一
方
、「
柏
本
」
魔
王
は
「
背
の
高
き
、
鴨
居
ゟ
一
尺
斗
も
高
く
、

至
極
肥
た
る
大
男
の
出
来
る
を
、
つ
く
〴
〵
と
見
れ
ば
、
甚
、
能
き
人
ぴ
ん
也
。

花
色
の
帷
子
と
見
へ
」
と
描
か
れ
る
。

翁
と
魔
王
は
共
に
「
翁
」
と
「
大
男
」
で
あ
る
魔
王
と
し
て
、
翁
・
魔
王
の
登

場
ま
で
に
展
開
す
る
一
見
し
て
そ
れ
と
分
か
る
多
く
の
怪
異
と
は
異
な
り
、
怪
異

に
見
え
な
い
〈
人
間
〉
が
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
こ
ろ
が
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
翁
の
「
浅
黄
上
下
着
タ
ル
」
と
い
う
服
装
描
写
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ

に
対
応
す
る
「
花
色
の
帷
子
と
見
へ
、
上
下
を
着
」
と
い
う
魔
王
の
服
装
描
写
を

類
似
点
と
し
て
指
摘
出
来
る
。

翁
の
身
に
つ
け
て
い
る
上
下

は
「
浅
黄
」
で
あ
る
。
こ
の
「
浅
黄
」
は
『
今

*14

昔
』
三
善
清
行
の
注

に
お
い
て
「
薄
青
色
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
対
す
る
魔
王

*15

の
上
下
の
「
花
色
」
と
は
、
「
花
の
色
」
あ
る
い
は
「
薄
い
あ
い
色
」
で
あ
る
*16

「
柏
本
」
系
統
の
詞
書
き
を
持
つ
絵
巻
を
見
て
み
る
と
、
藍
色
の
上
下
を
身
に
つ

け
た
魔
王
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

。
則
ち
、
「
柏
本
」
に
お
け
る
「
花

*17

色
」
は
薄
い
藍
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

。
な
お
、
「
帷
子
」
は
「
上

*18

下
」
と
意
味
的
に
重
複
し
て
い
る

。
*19

以
上
、
翁
と
魔
王
の
モ
チ
ー
フ
と
着
衣
の
色
合
い
を
確
認
し
た
。
共
に
〈
人
間
〉

を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
薄
い
青
色(

＝
「
浅
黄
」
「
花
色
」)

の
「
上
下
」
を
着
し
て

い
る
点
を
類
似
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

(

６)

怪
異
の
理
由
と
正
体
を
語
る
『
今
昔
』
翁
・
「
柏
本
」
魔
王

(

４)

で
『
今
昔
』
と
「
柏
本
」
の
展
開
・
場
面
に
お
け
る
類
似
点
を
指
摘
し
た
。

今
少
し
細
か
く
触
れ
て
お
き
た
い
点
が
、
『
今
昔
』
翁
と
「
柏
本
」
魔
王
が
語
る
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内
容
と
役
割
。『
今
昔
』
翁
は
清
行
に
、
次
の
様
に
怪
異
の
理
由
と
正
体
を
語
る
。

■
『
今
昔
』
翁

場
面
③

年
来
住
候
ツ
ル
所
ヲ
、
此
ク
令
居
給
ヘ
バ
、
大
キ
ナ
ル
歎
キ
ト
思
給
テ
、
愁

ヘ
申
サ
ム
ガ
為
ニ
参
テ
候
フ
也

場
面
⑤

只
、
昔
ヨ
リ
住
付
テ
候
フ
所
ナ
レ
バ
、
其
ノ
由
ヲ
申
ス
也
。
人
ヲ
愕
ヤ
カ
シ

候
フ
事
ハ
、
翁
ガ
所
為
ニ
非
ズ
。
一
両
候
フ
小
童
部
ノ
、
制
シ
宣
ベ
候
ヘ
ド

モ
、
制
止
ニ
モ
不
憚
ズ
シ
テ
、
自
然
ラ
仕
ル
事
ニ
ヤ
候
フ
ラ
ム
。

翁
は
、
「
一
両
候
フ
小
童
部
」
が
清
行
を
恐
れ
さ
せ
追
い
払
う
た
め
に
怪
異
を

起
こ
し
た
の
だ
、
と
怪
異
の
理
由
と
正
体
を
語
る
。
こ
の
よ
う
な
翁
は
、
そ
れ
ま

で
に
展
開
し
た
一
回
性
の
、
関
連
性
が
薄
い
怪
異
群
を
、
怪
異
の
理
由
と
正
体
を

語
る
こ
と
で
結
ぶ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
怪
異
の
正
体
に
つ
い
て
翁
は
明
か
す
必
要
は
な
か
っ

た
。
清
行
が
「
其
ノ
理
、
〇(

忄
に
遣)

ニ
申
セ
」
と
詰
問
し
た
の
は
、
翁
を
始
め

と
す
る
怪
異
が
家
を
領
有
す
る
理
由
で
あ
り
、
正
体
を
明
か
す
こ
と
で
は
な
い
。

怪
異
の
正
体
を
詰
問
し
な
か
っ
た
の
は
、
清
行
が
翁
を
怪
異
の
正
体
と
み
た
か
ら

か
、
あ
る
い
は
怪
異
の
理
由
を
語
る
こ
と
の
内
に
怪
異
の
正
体
を
明
か
す
こ
と
が

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
翁
が
怪
異
の
正
体
を
語
る
こ
と

は
、
清
行
の
要
求
・
期
待
を
越
え
た
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
、
清
行
の
要
求
を
越

え
て
自
ら
怪
異
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
場
面
を
「
怪
異
主
導
の
語
り
」
と
捉
え
、

整
理
し
て
い
る
。

対
す
る
「
柏
本
」
魔
王
も
ま
た
、
怪
異
の
理
由
と
正
体
を
語
る
。

■
「
柏
本
」
翁

場
面
⑯

扨
〻
、
汝
は
氣
丈
も
の
也
。
去
な
が
ら
、
汝
氣
丈
故
に
、
今
迠
、
難
儀
せ
し

ぞ
か
し
。
汝
、
當
年
十
六
歳
に
て
、
難
に
逢
ふ
年
月
の
来
れ
る
也
。
十
六
歳

に
は
限
ら
づ
、
難
に
あ
ふ
年
月
、
生
れ
に
よ
り
て
有
も
の
な
り
。
其
人
に
あ

ふ
時
は
、
驚
か
し
行
を
、
我
ぎ
や
う
と
す
。
我
、
汝
に
比
熊
山
に
て
行
合
た

り
し
に
、
追
付
け
、
汝
が
難
に
逢
ふ
月
日
を
待
て
、
た
ぶ
ら
か
し
通
ら
ん
と

思
ひ
し
に
、
汝
氣
丈
に
て
、
驚
き
恐
れ
ず
。
夫
ゆ
へ
、
お
も
は
ず
、
日
敉
を

送
り
し
也
。
又
、
外
ゟ
聞
求
て
、
来
る
人
有
れ
共
、
是
は
其
難
に
あ
ふ
人
に

あ
ら
ね
ば
、
捨
置
た
り
。
乍
去
、
し
ゐ
求
て
、
出
合
者
は
、
難
を
招
く
道
理

也
。
終
に
、
其
身
を
求
て
〇(

イ
に
丸)

と
也
成
。
是
〇(

ホ)

は
、
我
な
す
所

に
あ
ら
づ
、
自
か
ら
難
を
も
と
む
る
也
。
汝
は
、
當
年
、
難
に
逢
ふ
月
日
の

来
り
し
故
也
。
其
月
日
に
た
ぶ
ら
か
し
た
れ
ど
も
、
驚
か
さ
る
故
、
此
方
の

修
行
の
妨
と
な
り
て
、
思
は
ず
日
敉
掛
り
し
也

傍
線
部
に
怪
異
の
正
体
が
「
我
」
で
あ
り
、
怪
異
の
理
由
が
、
平
太
郎
が
「
難

に
逢
ふ
月
日
」
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
、
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
魔
王
の
言

葉
に
よ
っ
て
、
一
ヶ
月
に
渡
っ
て
発
生
し
た
関
連
性
の
薄
い
様
々
な
怪
異
は
、
平

太
郎
に
「
難
」
を
も
た
ら
す
た
め
に
魔
王
が
引
き
起
こ
し
た
の
だ
、
と
繋
が
る
。

こ
の
魔
王
の
語
り
も
ま
た
、
「
怪
異
主
導
の
語
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
引

用
場
面
の
前
場
面
で
、
平
太
郎
は
眼
前
に
現
れ
た
「
大
男
」
の
正
体
を
詰
問
し
て

い
く
も
の
の
、
怪
異
の
理
由
に
関
し
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
七
月
一
ヶ
月
を
通

し
て
も
み
て
も
、
怪
異
の
正
体
へ
の
関
心
が
七
月
一
日
・
十
六
日
・
二
十
九
日
に

描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
怪
異
の
理
由
へ
の
関
心
は
一
度
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

そ
の
意
味
で
魔
王
の
、
怪
異
の
理
由
を
語
る
こ
と
は
平
太
郎
の
関
心
・
要
求
を
こ

え
た
出
来
事
で
あ
り
、
「
怪
異
主
導
の
語
り
」
と
な
っ
て
い
る
。

怪
異
の
理
由
と
正
体
を
語
り
、
多
発
す
る
一
回
性
の
怪
異
を
繋
ぎ
、
清
行
や
平

太
郎
の
要
求
を
越
え
て
自
ら
語
っ
て
い
く
『
今
昔
』
翁
と
「
柏
本
」
魔
王
の
姿
を

類
似
点
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
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五

『
今
昔
』
三
善
清
行
を
原
典
と
す
る
「
柏
本
」

以
上
、
『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」
の
類
似
点
を
指
摘
し
た
。
今
一
度
列

挙
す
る
。

(

１)

物
語
舞
台
・
怪
異
の
場
所
と
し
て
の
「
家
」

(

２)

繰
り
返
さ
れ
る
一
回
性
の
怪
異

(

３)

怪
異
に
遭
遇
し
た
清
行
と
平
太
郎
の
冷
静
な
ふ
る
ま
い

(

４)

『
今
昔
』
三
善
清
行
・
翁
と
「
柏
本
」
・
魔
王
／
物
語
展
開
（
翁
・
魔
王
登

場
→
主
人
公
と
怪
異
の
問
答
〈
身
分
身
柄
を
問
う
問
答
→
詰
問
的
問
答
→
怪
異

主
導
の
語
り
〉
→
大
勢
の
眷
属
を
伴
っ
た
怪
異
の
退
去
・
移
動
→
怪
異
の
終
結)

(

５)

『
今
昔
』
翁
・
「
柏
本
」
魔
王
の
モ
チ
ー
フ(

人
間)

と
装
束(

薄
青
色
の
、「
浅

黄
上
下
」
と
「
花
色
」
の
「
上
下
」)

(

６)

怪
異
の
理
由
と
正
体
を
語
る
『
今
昔
』
翁
・
「
柏
本
」
魔
王

細
か
く
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
清
行
は
家
渡
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
「
親
キ

族
」
に
「
強
ニ
悪
キ
家
ニ
渡
ラ
ム
ト
為
ル
、
極
テ
益
無
キ
事
也
」
と
制
止
を
受
け

て
い
る
。
「
柏
本
」
で
も
同
様
に
、
怪
異
が
起
き
た
後
に
、
こ
れ
以
上
家
に
居
な

い
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
平
太
郎
が
親
族
に
制
止
を
受
け
る
場
面
が
見
ら

れ
る

。
そ
し
て
清
行
・
平
太
郎
共
に
そ
の
制
止
を
受
け
付
け
な
い
。
怪
異
の
発

*20

生
よ
り
前
か
後
か
と
い
う
違
い
は
あ
れ
ど
、
同
じ
場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

ま
た
、(

１)

物
語
舞
台
・
怪
異
の
場
所
の
「
家
」
に
関
し
て
、
「
悪
キ
家
」
と

し
て
評
判
で
あ
る
『
今
昔
』
三
善
清
行
に
対
し
、
「
柏
本
」
で
は
次
の
描
写

が
見
ら
れ
る
。

■
「
柏
本
」
・
四
日

三
次
麦
蔵
屋
敷
に
は
化
も
の
出
て
、
夜
中
家
鳴
り
の
音
抔
、
外
へ
も
聞
ゆ
る
」

と
の
取
沙
汰
ゆ
へ
、
門
前
見
物
人
多
し
。
其
上
、
か
ヽ
る
評
判
は
、
尾
に
鰭

を
付
る
ゐ
る
ひ
な
れ
は
、
さ
ま
〳
〵
に
申
な
し
て
、
或
は
生
霊
、
死
霊
、
狐

狸
、
評
判
さ
ま
〳
〵
也
。
殊
更
三
夜
ま
で
續
て
、
誰
渠
も
夜
伽
に
行
、
屋
鳴

り
抔
は
、
見
及
ひ
し
事
な
れ
は
、
彼
処
へ
よ
り
て
も
、
爰
の
所
よ
り
て
も
、

只
麦
蔵
屋
敷
の
は
な
し
の
み
に
て
、
更
に
他
の
も
の
か
た
り
な
し
。
婦
人
幼

童
は
、
暮
て
よ
り
は
手
水
等
に
も
出
る
叓
を
得
ず

「
柏
本
」
で
は
、
平
太
郎
の
家
が
、
怪
異
の
発
生
す
る
「
麦
蔵
屋
敷
」
と
し
て

評
判
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
、
物
語
舞
台
の
「
家
」
そ
の
も
の

の
評
判
も
ま
た
類
似
点
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
類
似
点
を
見
渡
し
た
と
き
、
場
面
・
展
開
や
構
成
に
関
わ
る

も
の
が
大
半
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
語
彙
は
一
つ
と
し
て
同
一
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
る
。
類
似
し
た
展
開
・
構
成
で
は
あ
る
が
、
語

彙
選
択
の
レ
ベ
ル
で
は
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
つ
だ
け
『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」
に
共
通
す
る
言
葉
を
見

い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
『
今
昔
』
三
善
清
行
の
「
三
善
清
行
宰
相
」
の

「
三
善
」
と
、
「
柏
本
」
冒
頭
「
備
後
三
次
郡
の
住
人
、
稲
生
武
左
衛
門
と
云
ふ

も
の
あ
り
。
」
の
「
三
次
」
で
あ
る
。
表
記
は
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
“
み
よ
し

”
と
い
う
音
と
し
て
同
一
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
語
は
、
「
三
善
」
の
清
行
、
「
三

次
」
の
住
人
、
と
し
て
物
語
主
人
公
を
説
明
す
る
点
で
役
割
を
同
じ
に
し
て
い
る
。

表
記
は
異
な
る
が
、
音
と
役
割
が
同
じ
こ
れ
ら
の
語
彙
相
互
に
は
、
言
葉
遊
び
的

連
関
を
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

け
れ
ど
も
、
な
お
厳
密
に
は
同
一
の
語
彙
で
は
な
い
。
結
局
、
『
今
昔
』
三
善

清
行
と
「
柏
本
」
に
同
一
の
、
共
通
し
た
語
彙
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

ひ
た
す
ら
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、

以
上
の
『
今
昔
』
三
善
清
行
と
「
柏
本
」
の
比
較
に
鑑
み
れ
ば
、〈
稲
生
物
怪
〉

譚
の
原
典
が
、
確
実
に
『
今
昔
物
語
集
』
「
三
善
清
行
宰
相
、
家
渡
語

第
三
十
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一
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
原
典
と
し
な
が
ら
も
、
構
成
・
展
開
を
の

み
活
か
し
人
物
や
場
所
等
々
を
そ
っ
く
り
変
換
す
る
換
骨
奪
胎
の
手
法
が
採
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
も
気
付
く
。
つ
ま
り
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
は
、
『
今
昔
』

三
善
清
行
を
原
典
と
す
る
、
近
世
流
行
の
パ
ロ
デ
ィ
や
翻
案
の
手
法
に
よ
っ
て
生

成
し
た
作
品

な
の
で
あ
る
。

*21

六

作
者
・
読
者
の
想
定

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
は
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
原
典
と
す
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の

三
善
清
行
説
話
が
収
載
さ
れ
て
い
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
本
文
は
近
世
、
井
沢
長

秀
『
考
訂
今
昔
物
語
』(

前
編
は
享
保
五
年
〈
一
七
二
〇
〉
、
後
編
は
同
十
八
年

〈
一
七
三
三
〉)

に
よ
っ
て
広
く
世
間
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
作
は
、

本
朝
部
の
み
で
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
が
加
え
ら
れ
、
読
み
や

す
さ
の
た
め
に
、
空
格
や
欠
文
の
補
入
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
か
ら
平
仮
名
交

じ
り
文
へ
の
変
更
、
挿
絵
の
挿
入
、
割
注
の
付
加
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

ま
た
、
主
題
の
明
確
化
の
た
め
に
、
題
名
の
変
更
、
本
文
の
省
筆
・
略
述
、
平
易

な
文
言
へ
の
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る

。
*22

こ
の
『
考
訂
今
昔
物
語
』
は
『
今
昔
』
原
本
の
本
文
と
著
し
く
異
な
っ
て
い
る

と
い
う
点
で
難
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
版
行
さ
れ
た
こ
と
で
『
今
昔
』
の
流
布

・
認
知
を
広
め
た
と
い
う
点
で
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が

『
考
訂
今
昔
物
語
』
に
は
、
原
本
巻
二
十
七
第
三
十
一
話
に
収
載
さ
れ
て
い
る
三

善
清
行
説
話
は
載
っ
て
い
な
い
。
こ
の
説
話
が
収
載
さ
れ
る
『
今
昔
物
語
集
』
は

水
野
忠
央
「
丹
鶴
叢
書
」
の
『
今
昔
物
語
』(

嘉
永
三
年
〈
一
八
五
〇
〉)

を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
天
明
三
年(

一
七
八
三)

付
近
に
生
き
た
〈
稲
生
物

怪
〉
譚
「
柏
本
」
作
者
は
、
如
何
に
し
て
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
了
解
し
た
の
か
。

『
考
訂
今
昔
物
語
』
に
載
ら
な
い
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
了
解
す
る
に
は
、
原

文
に
忠
実
な
『
今
昔
物
語
集
』
を
披
見
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
文
に
忠
実
な
『
今

昔
物
語
集
』
の
一
つ
と
し
て
、
写
本
の
形
態
を
と
る
『
今
昔
』
が
考
え
ら
れ
る
。

渡
辺
麻
里
子
、
千
本
英
史
の
先
行
研
究

に
よ
る
と
、
国
学
者
・
漢
学
者
を
中
心

*23

*24

に
写
本
『
今
昔
物
語
集
』
が
流
通
し
て
い
た
実
態
を
掴
む
こ
と
が
出
来
る
。

以
上
の
、
三
善
清
行
説
話
を
収
載
す
る
『
今
昔
』
と
そ
の
流
布
・
享
受
の
実
態

を
ふ
ま
え
る
と
、
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
の
作
者
が
、
お
そ
ら
く
国
学
者
周

辺
の
人
間
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
出
来
る
。

加
え
て
、
読
者
に
関
し
て
は
今
井
秀
和
「
篤
胤
の
サ
ロ
ン
、
静
山
の
サ
ロ
ン

」
*25

と
題
さ
れ
た
一
節
が
参
考
に
な
る(

傍
線
＝
菅
近)

。

平
田
篤
胤
を
焦
点
と
し
た
「
サ
ロ
ン
」
的
な
繫
が
り
で
あ
る
。
文
政
の
頃
、

篤
胤
の
も
と
に
は
、
塙
保
己
一
に
国
学
を
学
び
『
群
書
類
従
』
を
纏
め
る
作

業
に
も
従
事
し
た
幕
府
右
筆
の
屋
代
弘
賢
、
薬
種
商
長
崎
屋
の
跡
取
り
で
博

識
の
蔵
書
家
だ
っ
た
山
崎
美
成
、
篤
胤
と
同
じ
く
本
居
宣
長
没
後
の
門
人
で

あ
る
伴
信
友
、
水
戸
藩
士
の
立
原
翠
軒
、
『
防
海
策
』
、
『
経
済
要
録
』
、
『
農

政
本
論
』
な
ど
を
著
し
た
佐
藤
信
淵
、
反
射
式
望
遠
鏡
の
制
作
も
行
っ
て
い

た
鉄
砲
鍛
冶
の
国
友
能
当(

一
貫
斎)

ら
の
知
識
人
が
集
ま
り
、
仙
童
寅
吉
*26

に
よ
る
言
動
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
た
。

中
で
も
屋
代
は
、
篤
胤
の
人
脈
を
外
に
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で

あ
る
と
言
え
る
。
元
水
戸
藩
士
の
加
藤
曳
尾
庵
に
よ
る
随
筆
『
我
衣
』
に
は

寅
吉
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
加
藤
の
知
人
だ
っ
た
屋
代
の
介
在
が
あ

っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

傍
線
部
に
「
平
田
篤
胤
」
「
屋
代
弘
賢
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
両
名
は
《
稲

生
物
怪
録
》
写
本
の
序
跋
に
名
が
見
え
、
確
実
な
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
受
容
者
。

そ
し
て
こ
の
サ
ロ
ン
に
は
国
学
者
の
名
も
見
え
る
。
特
に
『
今
昔
』
本
文
と
密
接

に
関
係
す
る
伴
信
友
は
重
要
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
、
特
に
《
稲

生
物
怪
録
》
の
読
者
は
、
こ
の
サ
ロ
ン
周
辺
に
数
多
く
い
た
は
ず
だ
。

ま
た
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
は
、
平
田
本
が
明
治
四
十
四
年(

一
九
一
一)

に
『
平
田
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篤
胤
全
集
』
の
第
三
巻
に
所
収
・
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

。
専
ら
写
本
と
し
て
流
通
し
た
の
で
あ
り
、
屋
代
弘
賢
や
平
田
篤
胤
等
の
知
識

*27人
層
に
伝
わ
る
写
本
を
披
見
・
書
写
可
能
な
人
物
が
読
者
と
な
っ
て
く
る
が
、
だ

と
す
れ
ば
や
は
り
彼
ら
の
サ
ロ
ン
周
辺
の
知
識
人
層
が
読
者
と
な
ろ
う
。

ま
た
、
今
一
度
作
者
に
思
い
を
馳
せ
る
な
ら
ば
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
に
、
誤
り
を
含
み
な
が
ら
も

、
実
在
す
る
人
物
の
名
な
ど
、

*28

確
か
に
三
次
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
点
。
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
の
作
者

は
国
学
者
周
辺
の
人
物
で
あ
り
、
同
時
に
三
次
の
情
報
・
言
説
を
利
用
出
来
る
人

物
で
も
あ
る
。
江
戸
屋
敷
に
住
ま
い
す
る
元
三
次
藩
関
係
者
、
現
広
島
藩
士
の
知

識
人
で
あ
ろ
う
か
。
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
生
成
の
瞬
間
・
場
が
、
広
島
や

三
次
で
は
な
く
、
江
戸
屋
敷
・
知
識
人
層
間
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
実
感
を

伴
っ
て
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

七

お
わ
り
に

〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
は
、
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
原
典
と
す
る
作
品
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
受
容
と
創
造
の
様
態
を
具
体
的
に
示

す
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
作
者
読
者
の
想
定
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
「
柏
本
」
が
、
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
原
典
と
し
な
が
ら
も
、
百
物
語
と

化
け
物
退
治
を
摂
取
し
、
虚
構
と
事
実
の
混
在
す
る
三
次
の
情
報
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
、
「
柏
本
」
の
よ
り
具
体
的
な
生
成
の
様
相
で
あ
る
創
作
の
方
法
も

明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
は
近
世
江
戸
文
芸
に
お
け
る
「
柏
本
」
の
位
相
に
迫
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
。

さ
ら
に
原
典
の
特
定
は
、
な
ぜ
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
は
多
種
多
様
な
写
本
を
有
し

て
い
る
の
か
＝
広
範
囲
の
受
容
と
創
造
を
可
能
に
し
て
い
る
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の

魅
力
と
は
何
か
、
と
い
う
物
語
世
界
に
関
わ
る
問
い
に
も
迫
り
得
る
。
あ
る
特
定

の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
作
者
・
読
者
＝
知
識
人
に
と
っ
て
の
魅
力
と
は
何
か
。

彼
ら
が
感
じ
取
る
こ
と
が
出
来
る
魅
力
と
言
い
換
え
て
も
良
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら

く
、
「
柏
本
」
と
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
享
受
出
来
る
翻
案

・
パ
ロ
デ
ィ
遊
技
の
空
間
で
の
魅
力
と
な
ろ
う

。
*29

稿
者
は
そ
の
魅
力
を
、
「
柏
本
」
と
『
今
昔
』
三
善
清
行
と
の
比
較
対
照
に
よ

っ
て
、
「
柏
本
」
の
翻
案
の
妙

に
求
め
た
。
さ
ら
に
、
「
柏
本
」
と
近
世
百
物
語

*30

作
品
の
比
較
対
照
を
行
っ
た
。
近
世
百
物
語
言
説
に
お
け
る
物
語
の
展
開
・
構
成

と
百
物
語
作
品
に
描
か
れ
る
怪
異
を
整
理
し
た
上
で
、
「
柏
本
」
の
位
相
を
明
か

し
、
「
柏
本
」
の
魅
力
が
、
百
物
語
言
説
の
操
作
の
妙

に
も
あ
る
こ
と
を
特
定

*31

し
た
。
以
上
の
、
「
柏
本
」
の
方
法
や
翻
案
の
具
体
、
位
相
の
詳
細
に
関
し
て
は

別
に
報
告
し
た
い
。

［
付
記
］

本
稿
は
菅
近
晋
平
「
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
受
容
と
創
造
」(

広
島
大
学
大
学
院

二
十
七
年
度
修
士
論
文)

の
第
一
部
第
二
章
「
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
の
生
成
」
と
結

章
の
一
部
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
修
士
論
文
作
成
に
お

い
て
指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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三
次
市
教
育
委
員
会
編
『
改
訂
版

妖
怪
い
ま
甦
る
―
《
稲
生
物
怪
録
》
の
研
究
―
』(

三
次
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
、)

二
頁
。

*1
菅
近
晋
平
「
「
三
次
町
国
郡
志
」
〈
稲
生
物
怪
録
〉
の
位
置
」(

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
国
語
文
化
教
育
学
講
座
『
論
叢

国
語
教
育
学

第
十
一
号
』
所
収)

*2
三
次
市
教
育
委
員
会
編
『
改
訂
版

妖
怪
い
ま
甦
る
―
《
稲
生
物
怪
録
》
の
研
究
―
』(

三
次
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三)

五
～
八
頁
。

*3
杉
本
好
伸
「
翻
刻
『
稲
生
怪
譚
―
第
一
巻
―
」(

安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第

8

集
、
二
〇
〇
三
年
三
月)

、「
翻
刻
『
稲
生
怪
譚
―
第
弐
巻
―
』
」(

安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学

*4研
究
科
紀
要
第9

集
、
二
〇
〇
四
年
三
月)

、
「
翻
刻
『
稲
生
怪
譚
―
第
三
巻
―
』
」(

安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
第10

集
、
二
〇
〇
五
年
三
月)

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
柏
正

甫
の
「
自
序
」
だ
け
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
稲
生
怪
譚
』
に
は
、
柏
正
甫
の
序
文
の
前
に
、
書
簡
二
通
と
『
黄
帝
内
経
霊
樞
』
の
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。

*5
染
谷
智
幸
「
近
世
文
芸
に
お
い
て
パ
ロ
デ
ィ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」(

ツ
ベ
タ
ナ
・
ク
リ
ス
テ
ワ
編
『
パ
ロ
デ
ィ
と
日
本
文
化
』
〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
〉
所
収)

二
七
三
頁
。

*6
小
島
康
敬
「
「
性
」
と
「
聖
」
と
を
繋
ぐ
笑
い
」(

ツ
ベ
タ
ナ
・
ク
リ
ス
テ
ワ
編
『
パ
ロ
デ
ィ
と
日
本
文
化
』
〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
〉
所
収)

二
九
四
頁
。

*7
野
田
寿
雄
「
怪
異
小
説
の
系
譜
と
秋
成
」(
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
監
修
『
講
座

日
本
文
学
８

近
世
編
Ⅱ
』
〈
三
省
堂
、
一
九
六
九
〉)

四
〇
頁
。

*8
坂
巻
甲
太
「
近
世
怪
異
小
説
の
虚
構
―
翻
案
を
基
軸
と
し
て
―
」(

『
日
本
文
学
』
、
日
本
文
学
協
会
、
一
九
八
六)

*9
小
峰
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』(
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
三)

、
「
Ⅴ

享
受
・
研
究
・
創
作
」
、
渡
辺
麻
里
子
「
４

近
世
」
。

*10
同
前
注
。

*11
同
前
注
。
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。
「
伊
勢
貞
丈
の
『
今
昔
物
語
問
答
』(

天
明
元
年
〈
一
七
八
一
〉
奥
書)

が
、
そ
の
先
駆
け
と
い
え
よ
う
。
本
集
巻
一
・
七
・
九

*12よ
り
故
事
十
五
条
を
抄
出
し
、
難
語
に
註
釈
を
施
し
た
。
小
山
田(

高
田)
与
清(

一
七
八
三
～
一
八
四
七
年)

は
『
旧
本
今
昔
物
語
読
法
』(

『
今
昔
物
語
訓
』)

で
本
集
の
難
字
に
訓
法
を
註
釈
し
た
。

ま
た
、
『
今
昔
物
語
抄
録
』
で
は
、
人
名
・
地
名
索
引(

巻
三
・
四)

を
偏
し
て
い
る
。
『
日
本
霊
異
記
攷
証
』
で
知
ら
れ
る
狩
屋
棭
斎(

一
七
七
五
～
一
八
七
九
年)

は
、
同
じ
く
本
集
も
調
査
し
た
ら

し
い
。
門
人
の
岡
本
保
孝(

一
七
九
七
～
一
八
七
九)

が
そ
れ
を
引
き
つ
ぎ
、
さ
ら
に
資
料
を
博
捜
し
て
加
筆
、
『
今
昔
物
語
出
典
攷
』
を
記
し
た
。
こ
の
書
は
後
に
、
芳
賀
矢
一
著
『
攷
証
今
昔
物

語
集
』(

大
正
三
年)

の
基
礎
資
料
と
な
る
。
尾
崎
雅
嘉
は
『
群
書
一
覧
』(

享
和
二
年
〈
一
八
〇
二
〉
刊)

の
な
か
で
、
「
今
昔
物
語
」
と
「
旧
本
今
昔
物
語
写
本
廿
九
巻
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
文
研
究
も
進
め
ら
れ
た
。
伴
信
友
は
、
天
保
二
年(

一
八
三
一)

に
本
集
十
八
冊
を
書
写
し
、
天
保
四
年(

一
八
三
三)

と
弘
化
元
年(

一
八
四
四)

の
二
度
に
渡
っ
て
鈴
鹿
本
『
今
昔
物
語

集
』
を
自
ら
校
合
し
た
。
信
友
は
本
集
を
精
読
し
、
『
神
名
帳
考
証
』
『
験
の
杉
』
な
ど
の
多
く
の
著
書
に
、
本
集
の
本
文
を
博
捜
し
、
典
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
」

森
正
人
校
注
『
今
昔
物
語
集
五

新
日
本
古
典
文
学
大
系37

』(

一
九
九
六
、
岩
波
書
店)

「
三
善
清
行
宰
相
家
渡
語
第
三
十
一
」
を
底
本
と
し
た
。

*13
上
下
と
は
「
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
狩
衣
・
水
干
・
直
垂
・
素
襖
な
ど
の
上
衣
と
袴
と
の
地
質
・
色
合
い
の
同
じ
も
の
の
称
。
「
浅
黄
の
―
着
た
る
翁
の
」〈
宇
治
拾
遺
・
十
二
・

*14二
二
〉
」
で
あ
る
。(

松
村
明

山
口
明
穂

和
田
利
政
編
『
旺
文
社

古
語
辞
典

〔
第
九
版
〕
』
〈
旺
文
社
、
二
〇
〇
一
〉
「
か
み
し
も
」
項
〈
三
五
〇
頁
〉
参
照)

森
正
人
校
注
『
今
昔
物
語
集
五
』(

岩
波
書
店
、
一
九
九
六)

一
四
八
頁
。

*15
松
村
明

山
口
明
穂

和
田
利
政
編
『
旺
文
社

古
語
辞
典

〔
第
九
版
〕
』(

旺
文
社
、
二
〇
〇
一)

「
は
な
い
ろ
」
項
参
考
。
一
〇
三
九
頁
。

*16
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杉
本
好
伸
編
『
稲
生
物
怪
録
絵
巻
集
成
』(

国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四)

収
載
さ
れ
て
い
る
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
『
稲
亭
物
怪
録
』
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵

*17『
稲
亭
物
怪
録
』
参
照
。
一
六
四
～
一
六
六
頁
。

『
三
次
実
録
物
語
』(

三
次
市
教
育
委
員
会
編
『
改
訂
版
妖
怪
い
ま
甦
る
―
《
稲
生
物
怪
録
》
の
研
究
―
』(

三
次
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三)

所
収)

で
は
「
浅
黄
小
紋
」
と
な
っ
て
お
り
、
杉

*18本
好
伸
編
『
稲
生
物
怪
録
絵
巻
集
成
』(

国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四)

に
載
る
「
実
録
」
系
の
絵
巻
で
あ
る
堀
田
家
所
蔵
『(

無
題
簽)

稲
生
物
怪
録
絵
巻
』
、
吉
田
家
所
蔵
『
稲
生
武
太
夫
一
代
記
』
、

井
丸
家
所
蔵
『
怪
談
之
由
来
併
画
』
や
、
絵
本
で
あ
る
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
稲
生
逢
妖
談
』
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
稲
亭
物
怪
図
記
』
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館(

狩
野
文
庫)

所
蔵
『
稲
生
平

太
郎
物
語
』
は
濃
淡
に
差
は
あ
る
も
の
の
基
本
的
に
は
青
色
藍
色
で
魔
王
を
描
い
て
い
る
。
近
世
同
時
代
的
に
も
「
花
色
」
が
そ
の
よ
う
な
色
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
帷
子
」
と
は
「
近
世
、
夏
に
着
る
、
麻
や
木
綿
な
ど
で
作
っ
た
単
衣
で
あ
る
。
」
松
村
明

山
口
明
穂

和
田
利
政
編
『
旺
文
社

古
語
辞
典

〔
第
九
版
〕
』(

旺
文
社
、
二
〇
〇
一)

「
か
た
び

*19ら
」
項
参
考
。
三
二
一
頁
。

二
日
に
「
勝
弥
事
、
何
分
心
も
と
な
し
。
平
太
郎
も
屋
舗
を
上
、
當
分
一
類
ぇ
一
所
に
成
て
然
る
べ
し
」
と
親
類
に
指
摘
を
受
け
、
十
六
日
に
も
親
類
か
ら
「
先
頃
ゟ
、
其
方
宅
に
は
、
怪
敷
叓

*20有
て
、
各
、
夜
伽
に
行
け
れ
共
、
迯
か
へ
る
人
多
し
。
其
方
、
気
丈
に
て
、
一
人
暮
す
事
、
何
れ
も
驚
入
也
。
去
な
か
ら
、
万
一
、
あ
や
ま
ち
有
て
は
、
其
身
は
勿
論
、
『
一
家
内
見
捨
置
し
』
と

云
れ
て
は
、
其
分
、
相
立
か
た
し
。
今
日
ゟ
一
類
内
、
何
方
へ
也
共
、
滞
留
致
し
、
し
ば
ら
く
様
子
を
伺
て
可
然
」
と
退
避
を
提
案
さ
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
が
『
今
昔
』
三
善
清
行
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
の
か
、
翻
案
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
は
細
か
く
触
れ
な
い
。「
柏
本
」
は
『
今
昔
』
三
善
清
行
を
知

*21ら
ず
と
も
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
同
時
に
、
知
識
人
層
に
は
原
典
を
特
定
し
て
読
む
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

小
峰
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』(
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
三)

、
「
Ⅴ

享
受
・
研
究
・
創
作
」
、
渡
辺
麻
里
子
「
４

近
世
」

*22小
峯
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八)

「
Ⅲ

そ
の
後
の
今
昔
物
語
集
」
「
一

近
世
の
今
昔
物
語
集
発
見

国
学
者
と
出
版
」
参
照
。

渡
辺
麻
里
子
は
前
注
同
。
千
本
英
史
は
、
小
峯
和
明
編
『
今
昔
物
語
集
を
読
む
』(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八)

「
Ⅲ

そ
の
後
の
今
昔
物
語
集
」
「
一

近
世
の
今
昔
物
語
集
発
見

国
学
者
と

*23出
版
」
を
参
照
し
た
。
な
お
、
同
作
品
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
場
合
は
、
直
近
の
千
本
の
言
及
を
採
っ
て
い
る
。

井
沢
長
秀
、
伊
勢
貞
丈
、
小
山
田
与
清
、
狩
屋
棭
斎
、
岡
本
保
孝
、
木
村
正
辞
、
横
山
由
清
、
伴
信
友
、
水
野
忠
央
、
林
羅
山
、
藤
井
懶
斎
、
運
敞
、
狐
山
居
士
、
大
島
武
好
、
落
月
堂
操
巵
、

*24都
賀
庭
鐘
、
滝
沢
馬
琴
、
速
水
行
道
、
林
靖
、
元
正
上
人
、
都
の
錦
、
厚
誉
、
上
田
秋
成
、
井
原
西
鶴
、
近
松
門
左
衛
門
、
本
居
宣
長
、
尾
崎
雅
嘉
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。

今
井
秀
和
「
江
戸
の
知
識
人
と
〈
怪
異
〉
へ
の
態
度
：
“
幽
冥
の
談
”
を
軸
に(

怪
異
を
媒
介
す
る
も
の)

―(

語
る
・
あ
ら
わ
す)

」(

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
『
【
ア
ジ
ア
遊
学

187

】
怪
異
を
媒

*25介
す
る
も
の
』
〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
〉)

「
仙
童
寅
吉
と
は
、
天
狗
に
連
れ
ら
れ
て
山
中
の
異
世
界
に
行
き
、
神
通
力
を
身
に
つ
け
た
と
公
言
す
る
少
年
で
あ
る
。
親
元
を
去
り
、
は
じ
め
は
山
崎
美
成
の
元
に
い
た
が
、
幕
府
右
筆
の
屋

*26代
弘
賢
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
平
田
篤
胤
は
寅
吉
に
強
い
興
味
を
示
し
、
半
ば
強
引
に
自
ら
の
屋
敷
へ
と
連
れ
帰
っ
た
。
そ
し
て
様
々
な
問
答
を
重
ね
た
上
で
、
天
狗
の
棲
ま
う
仙
境
の
詳
細
な
記

録
『
仙
境
異
聞
』
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
」(

今
井
秀
和
注25

論
文)

吉
田
麻
子
「
『
稲
生
物
怪
録
』
の
諸
本
と
平
田
篤
胤
『
稲
生
物
怪
録
』
の
成
立
」(

早
大
文
学
部
編
「
近
世
文
芸

研
究
と
評
論
」
、
早
大
文
学
部
、
一
九
九
八)

。
こ
こ
で
吉
田
麻
子
は
平
田
本
に

*27関
し
て
「
表
紙
に
「
上
木
用

門
外
不
出
」
と
書
か
れ
た
板
下
で
あ
り
、
奥
付
に
一
度
板
元
に
預
け
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
板
下
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
板
本
が
一
冊
も
見
つ

か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
板
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
「
安
政
六
年(

一
八
五
九)

十
二
月
板
元
預
人

書
物
問
屋
紙
屋
徳
八
」
の
記
が
あ
る
。
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三
次
市
教
育
委
員
会
編
『
改
訂
版

妖
怪
い
ま
甦
る
―
《
稲
生
物
怪
録
》
の
研
究
―
』(

三
次
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三)

十
六
～
十
八
頁
。

*28
稿
者
は
、
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
の
第
一
の
読
者
が
、
近
世
知
識
人
層
に
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
「
柏
本
」
は
原
典
を
了
解
し
て
お
ら
ず
と
も
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

*29原
典
を
離
れ
て
そ
れ
と
し
て
成
立
し
て
い
る
〈
稲
生
物
怪
〉
譚
「
柏
本
」
の
魅
力
に
関
し
て
も
、
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

稿
者
は
「
柏
本
」
に
関
し
て
、
物
語
世
界
が
『
今
昔
』
三
善
清
行
の
翻
案
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
柏
正
甫
「
自
序
」
も
ま
た
、
三
善
清
行
の
著
作
『
善
家
秘
記
』
に
み
え
る
清
行
の
著
述
態
度
の

*30翻
案
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

限
定
的
に
は
、
百
物
語
言
説
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
れ
を
奪
胎
し
た
物
語
構
成
・
展
開
、
怪
異
。

*31

(

近
畿
大
学
附
属
広
島
高
等
学
校
・
中
学
校
東
広
島
校)

( 37 )




